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 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に基づき、

次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  大垣北高等学校 学校運営協議会（第１回） 

 

２ 開催日時  令和５年６月２日（金）１３：３０～１５：００ 

 

３ 開催場所  大垣北高等学校会議室 

 

４ 参 加 者  会  長  田村 弘司 元岐阜県教育委員会教育次長、元岐阜県高等学校長協会会長 

                副 会 長    兒玉 榮一 本校同窓会長 

                委  員    安藤 光男 大垣国際交流協会常務理事 

伊藤三枝子 清流の国ぎふ女性防災士会会長 

種田千佳子 （株）種田石油店代表取締役社長 

須田山智成 本校育友会長 

牧岡さつき 大垣市男女共同参画推進室長 

                       ＊以下の3名の委員は欠席 

堤  俊彦 大垣市体育連盟会長 

原田 理人 岐阜協立大学学長 

山田 治美 大垣市立赤坂中学校校長 

 

              学 校 側    小野  悟    校長 

                         橘   博    教頭 

                            笠井 智子  教頭 

村山 寛和    事務部長 

              田中 卓哉  教務主任 

松野 智博  進路指導主事 

中島  啓  生徒指導主事 

 

           

                                                             

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 会長の互選 

（２） 令和５年度 学校運営機構、教育課程、学校運営基本方針の概要説明 

（３） 学校運営基本方針について 

意見１：読書の大切さを喚起していることがよい。読書をすることは「言葉を大切にする」ためにも必要な

ことである。さらにコミュニケーションを大切にすることにもつながる。具体的にはどのように読

書の喚起をするのか。 

⇒新たな取り組みとしてビブリオバトルの実施を計画している。講師を招いての研修を受講した上

で実施する予定である。 

意見２：「危機管理マニュアル」の見直しはいつまでに行うのか。短期・中期・長期的な目標を掲げたほう

が良いのではないか。 

⇒その時々の事象に合わせて、逐次見直しをしている。 

意見３：「豊かな人間性を育み」とあるが、記述されている行事の他にも、目標達成のために追加していく

こともあるのか。 

    ⇒新たな行事を追加するのではなく、実施に当たって、今まで以上に生徒の自主性・主体性や生徒

間あるいは生徒と教員等とのコミュニケーションの機会をとることを大切にしていきたいと考え



ている。 

意見４：現在「持続可能な社会」という観点で、具体的に「SDG’s」の語が入っていないが、HPも含め

てについて記載するのがよい。 

⇒総合的探究の時間を「SD探究」と題してSDG’sについて取り組んでおり、明記する。 

意見５：いろいろな高校のＨＰを見る機会があるが、本校のＨＰはよくできている。今後も随時更新してい

くことが大切である。 

意見６：基本方針に「グローバルな人材を育成する」とあるが、計画の所にそれを育む内容が少ない。強調

する内容が必要である。 

⇒コロナ禍以前に実施していた海外研修について今年度からの再開は難しいと判断したため、計画

には記載しなかったが、来年度再開に向けて準備していることを明記したい。なお、海外の大学へ

進学する生徒もいる。留学を含めて、教員もその知識を深めていきたい。 

意見７：ようやく学校生活が始まったという思いである。図書の充実をはじめ、育友会としてもバックアッ

プしてくので、活動の制約を解放していってもらいたい。 

意見８：「人権意識」を高める活動はどんなことを計画しているのか。 

⇒いじめに関するアンケートや迷惑調査を、ICTを利用して年に数回行うとともに、そのフォロー

を丁寧に行っている。また、悩み事の相談がしやすい環境も整えている。 

意見９：自転車のヘルメットについて、本校の生徒がしているところをあまり見受けないが、どのような取

組みを行っているのか。ヘルメットは高価でもあるし、学校や駅の駐輪場での保管の仕方は検討し

ているか。 

⇒生徒及び保護者に向けて、機会をとらえて着用を呼びかける啓蒙活動をしている。２，３年生は

少ないが、１年生のヘルメットを使用している生徒は4割ほどで、西濃地区の高校では多いほう

である。本校に保有しているチェーンロックをヘルメット用に配布することについても検討してい

きたい。 

（４） 地域の学校としての期待、更なる飛躍を遂げるための提言 

意見１：地域はもちろん、全国、世界で活躍するような人材を育てていくことが大切である。諸先輩の講話

などもこれからも行ってほしい。 

意見２：教育は予算がなければ実施できないことも多い。県からの指定事業も大切であるが、こうした学校

運営協議会で出た提案や学校が独自に実施したいことを実施できる自由度の強い予算も必要であ

る。このことについては、教育委員会にも伝えて欲しい。 

    ⇒大変ありがたい意見である。 

意見３：国際交流協会からの海外派遣の応募が本校生徒から多くあった。海外から派遣される高校生との交

流も含めて、英語力も高まるので、国際交流できるチャンスをぜひ活かしてほしい。 

⇒これからも生徒たちを励ましていく。 

意見４： 「高い志を醸成する」との記載があるが、これはとても大切なことである。特に本県の生徒は自

分を過小評価する傾向があるので、そうではないことを伝えてほしい。いろいろなことにチャレン

ジすることを勧め、機会を紹介してやって、日々の教育で志を持たせてほしい。 

意見５：本校の活動を、新聞やテレビなどを利用して、地域の人にアピールしてほしい。 

 

６ 会議のまとめ 

第１回学校運営協議会において、令和5年度教育指導の重点および学校経営計画に全委員より承認が

得られた。 

各委員の皆さまから忌憚のない意見が得られた。いただいた意見を踏まえて学校経営計画を修正して、

自己実現を図るために取り組んでいく。 


